
文化が拓く都市・地域の将来
都市観光の推進による
地域づくり全国フォーラム

2008年2月28日（木）～29日（金）
会　場：伊勢市生涯学習センター 「いせトピア」

主催・共催
主　催：国土交通省都市・地域整備局
共　催：三重県伊勢市
事務局：財団法人日本交通公社

人口減少社会を迎え、今後の地域づくりに当たっては地域の個性を活かし、魅力を高めるこ

とで交流人口の増加・多様化を図り、地域の活性化につなげることが重要です。国土交通省 

都市・地域整備局では、2005年度より「都市観光の推進による地域づくり支援調査事業」を実

施しており、地域が主体となって行う観光ボランティアの育成や、まちなか散策コースの設定、

地域資源の発掘・活用といった様々な取組を通じた、観光推進という観点からの地域づくり

を推進しています。

本フォーラムでは、全国の、観光・交流による地域振興に取り組む地域を対象に、事業実施

地域の成果の報告を踏まえて、「文化が拓く都市・地域の将来」をテーマに、歴史的な文化遺

産などを活かした地域づくり、新たな文化を創造する取組など、都市・地域の新しいアイデ

ンティティを見出し、文化のある地域をめざした地域振興を進めていく上での課題、世界に

向けて地域から情報発信していく上での課題などについて、広く意見交換を行います。

2008
in 伊勢

日時と会場

開 催 趣 旨



プ ロ グ ラ ム

12:30～ 受付開始
13:00～13:10 開会挨拶
 ・伊勢市長

 ・国土交通省都市・地域整備局

13:10～14:10 基調講演 「文化が薫る、地域が育つ」
 ・樺山　紘一 氏 （東京大学名誉教授、印刷博物館館長）

14:30～14:40 ガイダンス
14:40～15:40 地域からの取組報告
 ・北海道倶知安町

 ・三重県伊勢市

 ・京都府宮津市

 ・兵庫県「銀の馬車道プロジェクト」関係市町（姫路市、福崎町、市川町、神河町、朝来市）

 ・熊本県山鹿市

15:50～17:30 分科会
 第1分科会「歴史と創造 ～地域の新しいアイデンティティ～」
  司　　　会：宗田　好史 氏 （京都府立大学准教授）

  話 題 提 供：山出　淳也 氏

 　　　　　　　（現代美術アーティスト、NPO法人BEPPU PROJECT代表理事）

   

 第2分科会「地域から世界へ ～文化を発信する都市・地域～」
  司　　　会：佐藤美和子 氏 （「家庭画報国際版」編集長）

  話 題 提 供：小林　俊介 氏（北斎通りまちづくりの会会長、株式会社東あられ本鋪会長）

  ※分科会終了後、バスにて交流会会場へ移動

18:00～ 交流会（神宮会館） 

2
月
28
日
（
木
）

09:30～09:45 取組紹介等
09:45～11:45 パネルディスカッション「文化が拓く都市・地域の将来：文化と経済の好循環」 
 ・コーディネーター

 　加藤　種男 氏（アサヒビール芸術文化財団事務局長）

 ・パネリスト  ※五十音順
 　小林　俊介 氏（北斎通りまちづくりの会会長、株式会社東あられ本鋪会長）

 　佐藤美和子 氏（「家庭画報国際版」編集長）

 　宗田　好史 氏（京都府立大学准教授）

 　山出　淳也 氏 （現代美術アーティスト、NPO法人BEPPU PROJECT代表理事）

11:45～11:50 閉会挨拶 
 ・国土交通省都市・地域整備局

13:00～ 現地見学（自由参加） ※事前申込制

2
月
29
日
（
金
）



講 師 紹 介  50音順

宗田　好史 【むねた よしふみ】
京都府立大学准教授

1956年浜松市生まれ。法政大学工学部建
築学科卒業、同大学院を経て、イタリア、
ピサ大学・ローマ大学大学院において都
市・地域計画学専攻、歴史的都市保存計
画、景観計画を研究。歴史都市再生政策
の研究で、工学博士（京都大学）。国際連
合職員を経て、1993年より現職。国際記
念物遺産会議・国際文化観光委員会委員、
東京文化財研究所客員研究員、国立民族
学博物館共同研究員などを歴任。京都市
観光大使、専門は都市計画。町家と町並
み、文化的景観、産業遺産、観光の研究、
各地の計画づくりを進めている。

樺山　紘一 【かばやま こういち】
東京大学名誉教授、印刷博物館館長

1941年東京都文京区生まれ。東京大学文
学部卒業、同大学院人文科学研究科修士
課程修了。専攻は西洋中世史、西洋文化史。
京都大学助手、東京大学助教授・教授を
歴任し2001年から2005年まで国立西洋
美術館長。2005年10月より印刷博物館
館長就任。財団法人エンゼル財団のダン
テ研究プロジェクト「ダンテ・フォーラ
ム」において、プロジェクト当初より協力。
著書に『ゴシック世界の思想像』（岩波書
店）、『異境の発見』（東京大学出版会）、『旅
の博物誌』（千倉書房）、『芸術都市の創造』
（PHP研究所）ほか多数。

小林　俊介 【こばやし しゅんすけ】
北斎通りまちづくりの会会長、株式会社東あられ本鋪会長

1948年東京都墨田区生まれ。1971年慶應
義塾大学商学部卒業。家業である株式会社
東あられ本鋪入社。全国米菓工業組合会計理
事、東京都米菓工業協同組合常任理事の他、
本所警察署、本所消防署等支援諸団体の副
会長、墨田区まちづくり条例検討委員会委
員として活動。2000年より、東京都墨田区
の葛飾北斎の生誕の地である北斎通りまち
おこしの団体「北斎21」「北斎通りまちづく
り旗揚げ委員会」を立ち上げ、2005年には
墨田区まちづくり条例に基づく認定団体と
して「北斎通りまちづくりの会」発足、会長
として地域の取りまとめ役を務めている。

山出　淳也 【やまいで じゅんや】
現代美術アーティスト、NPO法人 BEPPU PROJECT代表理事

1970年生まれ。現代アートの分野において、国内
外で活発に活躍する若手アーティストの一人。若
手芸術家の発掘を目的としたアーカス・プロジェク
ト（茨城県主催）への招聘（1996-7）、ニューヨーク
近代美術館のPS1（現代芸術部門）でのグループ展
（2000-1、アジアン・カルチュラル・カウンシル助
成）、「GIFT OF HOPE」東京都現代美術館（2000-1）
など多数の展覧会等に参加。文化庁在外研修員とし
てパリに滞在（2002-2004）。2005年からは別府
市を拠点に、イベント型都市から持続可能な創造
都市への転換をめざして、現代芸術活動「BEPPU 
PROJECT」を、地域の住民やまちづくり団体、全国
のアーティストや団体と協働し、実践している。

現 地 見 学（2月29日）

伊勢神宮とおはらい町の
観光ボランティアガイドの取組紹介コース
観光ボランティアガイドの案内で、内宮とおはらい町を見学

・定員／ 25名 　　・参加費／無料

13:00～ いせトピアよりマイクロバスにて移動
13:15～14:30 伊勢神宮（内宮）
14:30～15:15 おはらい町散策
15:15～ 伊勢市駅又は宇治山田駅へマイクロバスにて移動、解散

「おひなさまめぐり in 二見」の
取組紹介コース

「おひなさまめぐり in 二見」実行委員会委員の案内で、現地を見学
・定員／ 20名　　・参加費／ 300円（賓日館入館料）

13:00～ いせトピアよりマイクロバスにて移動
13:20～15:10 おひなさまめぐり、夫婦岩を見学
15:10～ 伊勢市駅又は宇治山田駅へ
 マイクロバスにて移動、解散

佐藤美和子 【さとう みわこ】
「家庭画報国際版」編集長

1961年東京都生まれ。幼少時よりニュー
ヨークにて11年間を過ごす。1987年12月
世界文化社入社。月刊誌『家庭画報』など、
雑誌・書籍の編集。2002年12月より、我
が国の伝統文化や現代の文化の中から、「言
葉を超えて共感を得る力」を持ったものを
グローバルな視点から取り上げ、世界に発
信するビジュアル英文雑誌『家庭画報 国際
版』の創刊準備に携わる。同誌は、欧米の
ハイセンスなビジネスマンやアーティス
ト、海外で活躍する日本人ビジネスマンな
どに広く親しまれている。同誌・副編集長、
編集長代理を経て、2007年12月より現職。

加藤　種男 【かとう たねお】
アサヒビール芸術文化財団事務局長

1948年兵庫県生まれ。1990年以来、アサヒ
ビール大山崎山荘美術館（京都府大山崎町）
の運営、アサヒ・アートフェスティバルの企
画など、同社の文化活動を推進。同時に、（社）
企業メセナ協議会研究部会の部会長として、
我が国の企業メセナをリードし、2007年「文
化政策10の提言」の取りまとめに尽力。また、
「創造都市」の旗振り役の一人として、地方
公共団体への文化政策提言を推進し、2004
年から横浜市芸術文化財団専務理事を兼務。
NPO活動の推進にも取り組み、アートNPO
リンク理事をはじめ、日本NPO学会理事、
日本NPOセンター評議員などを務める。

コース1 コース2

伊勢市内において、観光による地域づくりに取り組む地区を見学し、現地でボランティアガイド等地域の取組主体と、今後の
課題や効果的な方策などについて意見交換を行います。
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団体名 所属　　　　　　　　　　　　　　役職

連絡先
〒

TEL: FAX: E-mail:

28
日

基調講演 □参加　　□不参加

分科会 参加を希望する順に
番号を記入して下さい □第1分科会　　□第2分科会　　 ご希望に添えない場合もございます。

予めご了承下さい。

交流会 □参加　　□不参加

29
日

パネルディスカッション □参加　　□不参加

現地見学 □コース1　　□コース2 ※記入漏れに御注意下さい

フォーラム期間中の二日間、フォーラム終了時刻に合わせて「いせトピア」（会場）から「近鉄宇治山田駅」と、交流会会場「神宮会館」までシャトルバス（無料）を運行しますので、
乗車を希望される方は以下に記載をして下さい。

2月28日（木） フォーラム終了後 「いせトピア」から「近鉄宇治山田駅」 □希望する　□希望しない
 交流会への出席のため「いせトピア」から「神宮会館」 □希望する　□希望しない
2月29日（金） フォーラム終了後 「いせトピア」から「近鉄宇治山田駅」 □希望する　□希望しない

※申込状況により、御参加いただく分科会、現地見学コースの変更をお願いすることもございます。予めご了承下さい。
※ご記入いただいた個人情報は本フォーラムへの参加者集約のために使用し、厳重に管理いたします。
※その他、事務局（（財）日本交通公社）の個人情報の取扱についての詳細は、当財団ホームページ（http://www.jtb.or.jp/）をご覧下さい。
以上を踏まえ同意いただける場合は、上記申込書にご記入下さい。

「文化が拓く都市・地域の将来」〈都市観光の推進による地域づくり全国フォーラム2008 in 伊勢 参加申込書〉
下記の必要事項および□の項目に、¸印をご記入ください。複数で参加される場合は、各々記入して、お申込み下さい。

開 催 概 要
日　　　時 : 2008年 2月28日（木）  13:00～17:30
   2月29日（金）     9:30～11:50
会　　　場 : 伊勢市生涯学習センター「いせトピア」　三重県伊勢市黒瀬町562-12
  交通／近鉄宇治山田駅又はJR伊勢市駅よりバス（ジャスコ新伊勢店方面行き）「いせトピア下車」　所要時間約20分程度 

   朝夕は交通事情により遅延あり。詳しくは三重交通 http://businfo.sanco.co.jp/ 等を参照
対 象 者 :  地域活性化に関わる地方公共団体、地域住民、NPO、民間企業等
参 加 費 : 無料（交流会は、参加費5,000円）
参 加 予 定 : 200名
宿　　　泊 :  伊勢市内には多数の宿泊施設がありますので、お手数ですが以下のURLを参考に、各自で手配して下さい。

伊勢旅館組合 ▷ http://www.a-space.ne.jp/ryokan/　　　伊勢二見浦民宿組合 ▷ http://ise.gr.jp/  
二見町旅館組合 ▷ http://www2.mie-net.ne.jp/yado23/

参 加 申 込

【参加申込締切：2008年2月20日（水）必着】
参加申込書に必要事項ご記入の上、事務局までFAX（03-5208-4706）にてお送りください。またWebでも受付をしております。

▷http://www.toshikanko-forum.jp

★申し込み先・問い合わせ先
（財）日本交通公社（担当:清水・岩崎）
〒100-0005　東京都千代田区丸の内1-8-2　第一鉄鋼ビル9階
TEL.03-5208-3006　FAX.03-5208-4706

★問い合わせ先
国土交通省都市・地域整備局企画課
〒100-8918　東京都千代田区霞ヶ関2-1-3
TEL.03-5253-8111（内線32252.32202）　FAX.03-5253-1586

●アクセス


